
サプライチェーン全体で価値向上を目指す

　当社は、サプライチェーン全体の共存共栄と規模・業種

等を越えたシームレスな連携や「振興基準」の遵守に重点

的に取り組んでいます。直接の取引先を通じて、その先の

取引先に働きかける（「Tier N」から「Tier N+1」へ）

ことにより、サプライチェーン全体での付加価値向上を目

指します。2022年12月には、サプライチェーンを構成す

る取引先や価値創造を図る事業者の皆さまとの連携・共

存共栄を進める、「パー

トナーシップ構築宣言」を

公表しました。

人権に対する取り組み
　当社は、自らの事業活動において影響を受けるすべての

人の人権が尊重されなければならないと考え、サステナビ

リティ委員会のもとに人権分科会を設置し、人権尊重の取

り組みを推進しています。

　人権方針に基づいて実施する人権デュー・ディリジェン

スでは、負の影響の評価・予防的把握の後、予防・是正

の実施、取り組みの実効性評価、説明・情報開示のPDCA

サイクルを回すことを計画しています。

より高品質で安全・安心な製品を提供

　当社は、1990年代にISO9001認証を取得し、設計開

発、製造、販売に係るマネジメントシステムを展開していま

す。基盤製品である特定計量器（ガスメーター、水道メー

ター、温水メーター、積算熱量計）は、計量法で定める指

定製造事業者制度に基づき、品質管理の方法が適合基準

を満たすことをすべての国内生産拠点で確認され、省令の

基準等に基づく自主検査を行うことを許可されています。

　また、お客さまのニーズに沿った製品認証の取得を推進

しています。流量センサーでは、JWWA認証（日本水道協

会）取得、海外向け流量計では、欧米諸国をはじめとする

各種認証を取得し、ご満足いただける製品の早期開発と

提供に努めています。新たに追加される有害化学物質に

も迅速に対処するため、RoHS指令をはじめ、各種規制の

対象となる製品含有化学物質の管理をサプライチェーン全

体で 適 正に 運 用するため、情 報 伝 達 共 通スキーム

chemSHERPA（ケムシェルパ）を導入しています。

愛知時計電機グループ人権方針
WEB  �https://www.aichitokei.co.jp/sustainability/

society/human_rights/

愛知時計電機グループは、「信頼・創造・奉仕」の企業理念のもと、安全・安心な社会の実現に貢献するた
め、サプライチェーン全体で品質管理、法令遵守、リスク管理、環境配慮、人権尊重などの重要課題に取引先
と連携して取り組んでいます。時代ごとのニーズや期待の変化に柔軟に対応し、新たなパートナーシップの構
築にも積極的に取り組んでおり、2024年12月には、人権を尊重する責務を果たすための指針として「愛知
時計電機グループ人権方針」を定めました。

愛知時計電機は、あらゆるステークホルダーとのコミュニケーションを促進するため、企業情報を積極的かつ
公正に開示しています。お客さま、取引先、株主・投資家、地域社会、従業員などに対し、情報を適時適切
に提供することで透明性を高め、円滑なコミュニケーションに努めています。また、ステークホルダーとの対
話をより充実させ、対話の内容を積極的に取締役会へフィードバックする取り組みを進めています。

ステークホルダーとのかかわり 対話手段 担当部門

お客さま

お客さまの多種多様な要望に応え、豊富な経験と実績を構
築してきました。豊富な製品バリエーションと、確かな品質
管理と生産力で、お客さまに納得いただける製品を提供して
います。

● �日々の営業活動	 ● �お客様センター
● �ウェブサイト

● �営業本部
● �生産本部
● �R&D本部

取引先

直接の取引先を通じてその先の取引先に働きかけることによ
り、サプライチェーン全体での付加価値向上に取り組むとと
もに、既存の取引関係や企業規模を越えた連携を図ってい
ます。

● �工程監査	 ● �アンケートの実施
● �取引先向け説明会	 ● �ウェブサイト

● �調達管理部
● �品質環境部

株主・ 
投資家

株主・投資家との対話を通じて、双方の考えや立場について
の理解を深め、その理解に基づいて適切な対応や改善を図
ることで、企業価値の向上を目指しています。

● �株主総会	 ● �決算説明会
● �個別ミーティング	 ● �会社説明会
● �統合報告書	 ● �ウェブサイト

● �総務部
● �経営企画室
● �経理部

地域 
社会

本社ビルでは、地域防災協力事業者として地域住民の皆さま
との避難訓練を行っています。また、小・中学生を対象とし
た職場体験の受け入れや本社周辺の清掃活動など、地域社
会への貢献に取り組んでいます。

● �地域防災協力事業者登録
● �ネーミングライツパートナー
● �清掃活動	 ● �ウェブサイト
● �小中学生の見学受け入れ

● �総務部
● �人事部
● �経営企画室
● �各営業拠点

従業員

従業員が心身ともに健康で、持てる力を十分に発揮できる
安全で活気あふれる職場環境の実現に努めています。また、
ワーク・ライフ・バランスの推進にも取り組み「働きやすく、
やりがいのある会社」を目指しています。

● �社内報「愛時ニュース」
● �従業員向け研修
● �内部通報窓口・相談窓口の設置
● �エンゲージメント調査

● �人事部
● �法務知財室

分類 実施内容 対応者

機関投資家・
証券アナリスト 

向け

決算説明会 2回
（6月、12月）

代表取締役社長
上席執行役員
経営企画室

個別ミーティング 33回
上席執行役員
経営企画室
経理部

個人投資家向け 会社説明会 2回
（9月、12月）

代表取締役社長
経営企画室

株主・投資家との対話

2025年3月期の実施状況

　機関投資家、個人投資家をはじめ、ステークホルダーの

皆さまとの対話には、代表取締役社長が適宜対応していま

す。対話によって得られた内容は、必要に応じて取締役会

に報告し、議論を通じて企業価値向上につなげています。

今後も対話の機会を増やし、適時適切な開示に努めるな

ど、IR活動の強化に努めていきます。

地域との共存/ステークホルダーエンゲージメント

負の影響の評価　予防的把握
・�事業活動及びサプライチェーン上で 

生じる人権リスクの評価、把握

説明・情報開示

・�統合報告書、社外HP 
などで情報公開

予防･是正の実施
・�把握された人権リスクに

対する各種施策を実施
・�従業員への啓発活動、 

研修

取り組みの実効性評価
・是正状況の把握
・�取引先へのアンケートや従業員への 

アンケートの実施

人権デュー・
ディリジェンス

人権方針の策定・公表
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